
1

タ

イ

ト

ル

『

ゴ

ー

ジ

ャ

ス

お

宝

鑑

定

家

～

「

う

～

ん

、

ゴ

ー

ジ

ャ

ス

！

」34

』

登

場

人

物

剛

田

（

ご

う

だ

）

：

剛

田

質

店

の

店

主

で

、

ゴ

ー

ジ

ャ

ス

な

品

物

し

か

鑑

定

し

な

い

。

優

雅

で

気

品

溢

れ

る

言

動

を

繰

り

返

し

、

周

囲

か

ら

は
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「

ク

セ

が

強

い

」
と

思

わ

れ

が

ち

。
口

癖

は
「

ゴ

ー

ジ

ャ

ス

！

」

白

金

（

し

ろ

が

ね

）

：

剛

田

質

店

の

見

習

い

鑑

定

士

。

剛

田

と

は

対

照

的

に

、

現

実

的

で

一

般

的

な

価

値

観

の

持

ち

主

。

神

経

質

で

、

お

宝

の

取

り

扱

い

に

常

に

緊

張

し

て

い

る

。

客

（

高

岡

み

つ

え

）

：

祖

父

か

ら

受

け

継

い

だ

ガ

ー

ネ

ッ

ト

茶

器

を

持

ち

込

む

女

性

。

歴

史

や

伝

統

を

大

事

に

す

る

温

厚

な

性

格

。
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あ

ら

す

じ

ゴ

ー

ジ

ャ

ス

な

品

物

し

か

取

り

扱

わ

な

い

剛

田

質

店

。
今

回

持

ち

込

ま

れ

る

の

は

、
な

ん

と
「

ガ

ー

ネ

ッ

ト

製

の

日

本

茶

器

」

。

そ

の

独

特

な

品

物

に

剛

田

の

「

ゴ

ー

ジ

ャ

ス

！

」

が

炸

裂

す

る

が

、

果

た

し

て

そ

の

運

命

や

い

か

に

？
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脚

本

シ

ー

ン

1

：

オ

ー

プ

ニ

ン

グ

（

豪

華

な

シ

ャ

ン

デ

リ

ア

が

き

ら

め

く

剛

田

質

店

の

店

内

。

ク

ラ

シ

ッ

ク

音

楽

が

静

か

に

流

れ

て

い

る

。

）

剛

田

：
（

高

貴

な

仕

草

で

店

内

を

歩

き

な

が

ら

）

「

う

～

ん

、

今

日

も

空

気

が

ゴ

ー

ジ

ャ

ス

だ

！
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こ

れ

ぞ

剛

田

質

店

の

醍

醐

味

。

美

し

き

日

常

よ

！

」

白

金

：

（

店

の

隅

で

書

類

整

理

を

し

な

が

ら

小

声

で

）

「

店

主

、
空

気

の

ゴ

ー

ジ

ャ

ス

さ

っ

て

測

れ

る

ん

で

す

か

ね

ぇ…

」

剛

田

：

（

聞

こ

え

て

振

り

返

る

）

「

白

金

君

、

そ

れ

が

わ

か

ら

な

い

よ

う

で

は

ま

だ

ま

だ

見

習

い

鑑

定

士

だ

ね

。

ゴ

ー

ジ

ャ

ス

と

は

感

じ

る

も

の

な

の

だ

よ

！

」

白

金

：

「

（

た

め

息

）

そ

う

で

す

か…

」

（

店

の

扉

が

開

き

、

着

物

姿

の

高

岡

み

つ

え

が

品

物

を

抱

え

て

入

っ

て

く

る

。

）

客

（

高

岡

）

：

「

こ

ち

ら

で

鑑

定

を

お

願

い

で

き

る

か

し

ら

？

」

剛

田

：
（

優

雅

に

お

辞

儀

し

て

）

「

お

待

ち

し

て

お

り

ま

し

た

、

お

客

様

。

剛

田

質

店

へ

よ

う
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こ

そ

。

さ

あ

、

そ

の

ゴ

ー

ジ

ャ

ス

な

お

品

を

拝

見

さ

せ

て

い

た

だ

き

ま

し

ょ

う

！

」

白

金

：
（

小

声

で

）

「

ま

だ

何

も

見

て

な

い

の

に…

ゴ

ー

ジ

ャ

ス

断

定

す

る

の

早

く

な

い

で

す

か

？

」

剛

田

：

「

白

金

君

、

感

じ

る

の

だ

よ

！

来

店

の

瞬

間

か

ら

オ

ー

ラ

は

溢

れ

出

て

い

る

！

」

シ

ー

ン

2

：

鑑

定

開

始

（

客

が

布

に

包

ま

れ

た

品

物

を

差

し

出

す

。

剛

田

は

優

雅

な

動

き

で

布

を

広

げ

る

。

）

剛

田

：
（

目

を

輝

か

せ

て

）

「

な

ん

と

い

う

こ

と

で

し

ょ

う…

！

こ

れ

は…

！

」

白

金

：

「

え

、

え

っ

？

何

で

す

か

？

」

剛

田

：

（

急

に

大

き

な

声

で

）

「

ゴ

ー

ジ

ャ

ス

！

！

！

」
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白

金

：
（

飛

び

上

が

る

ほ

ど

驚

い

て

）

「

大

き

い

声

出

さ

な

い

で

く

だ

さ

い

よ

！

何

で

す

か

こ

れ

は

？

」

剛

田

：

「

見

た

ま

え

、

こ

の

深

紅

の

輝

き

！

こ

れ

は

純

度

の

高

い

ガ

ー

ネ

ッ

ト

で

で

き

た

日

本

茶

器

で

は

な

い

か

！

」

白

金

：

「

ガ

ー

ネ

ッ

ト

で…
日

本

茶

器

？

な

ん

で

そ

ん

な

も

の

を

作

っ

た

ん

で

す

か

ね…

」

客

（

高

岡

）

：

「

祖

父

が

戦

後

の

混

乱

期

に

手

に

入

れ

た

も

の

で

、

特

注

だ

そ

う

で

す

。

日

本

の

伝

統

美

と

宝

石

の

融

合

を

表

現

し

た

か

っ

た

と

か

。

」

剛

田

：

「

素

晴

ら

し

い

！

こ

れ

は

た

だ

の

茶

器

で

は

な

い

、

夢

と

情

熱

の

結

晶

だ

！

」

白

金

：

「

い

や

い

や

、

そ

れ

に

し

て

も

実

用

性

が…

」



8

剛

田

：

「

白

金

君

、

ゴ

ー

ジ

ャ

ス

と

は

実

用

性

を

超

越

し

た

も

の

な

の

だ

！

」

シ

ー

ン

3
：

石

言

葉

の

熱

弁

（

剛

田

が

茶

器

を

光

に

透

か

し

て

眺

め

な

が

ら

語

り

始

め

る

。

）

剛

田

：
「

ガ

ー

ネ

ッ

ト…
そ

れ

は

真

実

、
友

情

、

そ

し

て

情

熱

を

象

徴

す

る

石

。

古

代

か

ら

旅

人

を

守

る

石

と

さ

れ

、

人

々

の

心

に

希

望

を

灯

し

て

き

た

。

こ

の

茶

器

は

た

だ

の

器

で

は

な

い

、

心

の

旅

路

そ

の

も

の

だ

！

」

白

金

：

「

石

言

葉

ま

で

出

て

く

る

と…

説

得

力

が

す

ご

い

で

す

ね

。

」

剛

田

：

「

そ

う

だ

ろ

う

！

こ

れ

を

手

に

し

た

者

は

、

人

生

が

ゴ

ー

ジ

ャ

ス

に

な

る

運

命

に

あ

る

！

」

客

（

高

岡

）

：

「

そ

う

聞

く

と

手

放

す

の

が

惜

し

く

な

っ

て

き

ま

す

ね

。

」
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シ

ー

ン

4

：

実

際

に

使

う

（

剛

田

が

茶

器

を

慎

重

に

持

ち

、

茶

道

の

心

得

に

基

づ

き

抹

茶

を

点

て

る

。

）

剛

田

：

（

動

作

が

一

つ

一

つ

非

常

に

優

雅

で

）

「

さ

あ

、

ま

ず

は

茶

器

を

温

め

る

こ

と

か

ら

始

め

る

の

だ

。

美

し

き

茶

器

に

美

し

き

心

を

込

め

る…

こ

れ

ぞ

茶

道

の

神

髄

！

」

白

金

：

（

剛

田

の

動

き

を

じ

っ

と

見

つ

め

な

が

ら

）

「

何

と

い

う

か

、
見

て

る

だ

け

で

豪

華

で

す

ね

。

無

駄

に

豪

華

と

い

う

か…

」

剛

田

：

「

白

金

君

、

『

無

駄

』

で

は

な

い

。

こ

れ

は

美

の

追

求

だ

！

」

（

剛

田

は

湯

呑

に

湯

を

注

ぎ

、

静

か

に

お

湯

を

捨

て

、

抹

茶

を

慎

重

に

茶

器

に

盛

る

。

）

剛

田

：

「

さ

あ

、

抹

茶

を

入

れ

る

こ

の

瞬

間…

心

を

鎮

め

、

ゴ

ー

ジ

ャ

ス

な

気

を

器

に

込

め

る

。

」
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（

剛

田

が

茶

筅

を

取

り

出

し

、

し

っ

か

り

と

し

た

動

作

で

抹

茶

を

点

て

始

め

る

。

）

白

金

：
（

少

し

呆

れ

て

）

「

店

主

、
茶

筅

の

動

き

が

ゴ

ー

ジ

ャ

ス

す

ぎ

て

目

が

回

り

そ

う

で

す

。

」

剛

田

：
（

笑

顔

で

）

「

こ

れ

が

真

の

茶

筅

裁

き

と

い

う

も

の

だ

よ

！

白

金

君

も

い

ず

れ

で

き

る

よ

う

に

な

る

さ

。

」

客
（

高

岡

）
：
（

感

動

し

て

）

「

祖

父

が

よ

く

言

っ

て

い

た

『

茶

器

は

心

を

映

す

鏡

』

と

い

う

言

葉

、

そ

の

意

味

が

わ

か

っ

て

き

た

気

が

し

ま

す

。

」

剛

田

：

「

お

客

様

、

そ

れ

こ

そ

が

ゴ

ー

ジ

ャ

ス

の

真

髄

で

す

！

」

（

剛

田

が

抹

茶

を

湯

呑

に

注

ぎ

、

客

と

白

金

に

手

渡

す

。

）
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剛

田

：

「

さ

あ

、

こ

の

ガ

ー

ネ

ッ

ト

の

輝

き

と

抹

茶

の

調

和

を

味

わ

う

が

よ

い

！

」

（

白

金

が

恐

る

恐

る

一

口

飲

む

。

）

白

金

：

「

す

ご

く

渋

い…

渋

す

ぎ

る

！

で

も

、

美

味

で

ゴ

ー

ジ

ャ

ス

！

」

客
（

高

岡

）
：
（

一

口

飲

ん

で

感

動

し

な

が

ら

）

「

本

当

に

美

味

し

い

で

す

ね

。

こ

の

器

だ

か

ら

こ

そ

出

る

味

わ

い

だ

と

思

い

ま

す

。

」

剛

田

：

（

誇

ら

し

げ

に

）

「

そ

う

で

し

ょ

う

！

こ

れ

ぞ

ガ

ー

ネ

ッ

ト

茶

器

の

実

力

。

渋

み

と

高

貴

さ

が

調

和

し

て

い

る

！

」

（

白

金

が

二

口

目

を

飲

み

な

が

ら

ぽ

つ

り

と

）

白

金

：

「

高

貴

さ

っ

て

味

に

出

る

も

の

な

ん

で

す

ね…

」

シ

ー

ン

5

：

金

額

発

表
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（

剛

田

が

茶

器

を

じ

っ

く

り

鑑

定

し

た

後

、

客

に

向

き

直

る

。

）

剛

田

：

「

お

客

様

、

こ

の

品

物

の

価

値

は…

」

（

間

を

取

っ

た

後

、

高

ら

か

に

）

剛

田

：
「

一

千

五

百

万

と

査

定

い

た

し

ま

す

！
」

白

金

：

「

一

千

五

百

万

！

？

そ

ん

な

高

額

な

も

の

を

扱

う

な

ん

て

僕

に

は

荷

が

重

い

で

す

！

」

客

（

高

岡

）

：

「

そ

れ

ほ

ど

の

価

値

が

あ

る

な

ん

て…

感

激

で

す

！

」

シ

ー

ン

6

：

エ

ピ

ロ

ー

グ

（

客

が

満

足

げ

に

帰

り

、

店

内

に

は

静

寂

が

訪

れ

る

。

）

白

金

：

「

い

や

ー

、

今

日

は

疲

れ

ま

し

た

ね

。

茶

器

っ

て

あ

ん

な

に

渋

い

味

が

出

る

ん

で

す

ね

。

」
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剛

田

：

「

う

む

、

し

か

し…

や

は

り

紅

茶

が

い

い

な

。

」

白

金

：

「

い

や

い

や

、

そ

こ

は

抹

茶

を

推

し

て

く

だ

さ

い

よ

！

」

（

剛

田

と

白

金

が

顔

を

見

合

わ

せ

、

笑

い

声

が

響

く

中

、

幕

が

下

り

る

。

）

尺

割

り

シ

ー

ン

1

：

オ

ー

プ

ニ

ン

グ

（

約

1
0

分

）



登

場

人

物

の

紹

介

、
剛

田

質

店

の

独

特

な

雰

囲

気

を

描

写

。



客
（

高

岡

）
が

来

店

し

、
物

語

の

導

入

部

分

を

描

く

。

シ

ー

ン

2

：

鑑

定

開

始

（

約

1
5

分

）



ガ

ー

ネ

ッ

ト

茶

器

の

発

見

と

剛

田

の

ゴ

ー

ジ

ャ

ス

な

反

応

。
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客
（

高

岡

）
の

背

景

や

茶

器

の

由

来

を

説

明

す

る

。

シ

ー

ン

3
：

石

言

葉

の

熱

弁

（

約

1
0

分

）



ガ

ー

ネ

ッ

ト

の

象

徴

や

意

義

を

剛

田

が

情

熱

的

に

語

る

。


高

岡

が

品

物

へ

の

愛

着

を

再

確

認

し

、
白

金

が

振

り

回

さ

れ

る

。

シ

ー

ン

4

：

実

際

に

使

う

（

約

2
0

分

）



剛

田

が

茶

器

を

用

い

て

茶

を

点

て

る

シ

ー

ン

。



茶

道

の

作

法

を

ゴ

ー

ジ

ャ

ス

に

演

出

し

、

ギ

ャ

グ

を

ふ

ん

だ

ん

に

盛

り

込

む

。



茶

器

を

通

じ

て

高

岡

の

祖

父

の

思

い

が

伝

わ

る

場

面

。

シ

ー

ン

5

：

金

額

発

表

（

約

1
0

分

）



剛

田

の

豪

華

な

査

定

と

そ

れ

に

驚

く

白

金

。
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高

岡

の

感

動

的

な

リ

ア

ク

シ

ョ

ン

。

シ

ー

ン
6

：

エ

ピ

ロ

ー

グ

（

約

1
0

分

）


緊

張

感

が

解

け

、
白

金

と

剛

田

の

軽

妙

な

や

り

取

り

。


日

常

に

戻

り

つ

つ

も

、
物

語

全

体

の

余

韻

を

残

す

幕

引

き

。
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